
 言語態・
テクスト
文化論 

新 コ ー ス 誕 生  

2012 年から、後期課程で言語態・テクスト文化論コースが新設されます。 
本コースでは、次の三つの分野を学ぶことができます。

言語態・テクスト文化論の研究は、まだ始まったばかりです。 
今までにない観点から、新しい人文科学を切り開く意欲にあふれた学生を歓迎します。 

日本と欧米の多様な地域の言語、
および西洋古典語による
文学・文化を国家や民族の枠に
とらわれず研究 

複数の言語圏を横断する
翻訳の理論と実践

文化横断論 
ナラトロジー、精神分析、
フェミニズム、ポストコロニアル研究等の
最新の成果を学習

文学・思想だけでなく
映画・サブカルチャーにも
理論的に切りこむ

批評理論 メディアとしての
言語研究 
写本から電子書籍まで、
書物の歴史を学ぶ

本の製作・流通現場の視点から、
テクストの意義を捉えなおす 

〒153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1
TEL：03-5454-6376　FAX：03-5454-4329
e-mail：langinfo@boz.c.u-tokyo.ac.jp
ホームページ：http://gamp.c.u-tokyo.ac.jp/gtc/

東京大学　教養学部教養学科　超域文化科学分科　言語態・テクスト文化論コース
関心のある方は、４月開講のテーマ講義「文学の読み方・批評の楽しみ方」を聞きに来て
ください。本コースのスタッフが週替わりでレクチャーします。トピックは『ガリヴァー
旅行記』、精神分析と谷崎潤一郎、カフカ、戦争の記憶、中世英詩、トールキン、クレオー
ル文学などなど。言語態・テクスト文化論コースの新しさ・面白さが凝縮されています。


